
２ 流域タイムラインについて

・令和3年5月には災害対策基本法が見直され、避難勧告・避難指

示が一本化されることになったほか、令和3年10月には国土交通省

防災業務計画を見直し、避難情報に着目したタイムラインを流域

タイムラインに見直すことになりました。

・今般、石狩川上流の同一の洪水予報の予報区域や重視する水位

観測所が同一であるなど、流域単位の市区町村を対象として、河

川事務所等の防災行動を確認するための「流域タイムライン」を

市区町村等の関係機関（防災担当者）と連携して作成しましたの

で、ご確認願います。

・なお、作成した流域タイムラインは、今後も洪水時や訓練等で

使用し、各防災担当者等と随時課題について確認し、更新するも

のであることを申し添えます。

資料－２

【参考資料】

・流域タイムライン説明資料

・各水位観測所一覧
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20230329版

【天塩川上流】流域タイムライン（案）総括表
河川警戒

レベル 目安となる気象情報等 名寄河川事務所

〇TEC-FORCE派遣の準備 〇水防等への注意喚起 〇水防団等への注意喚起 〇水防団等への注意喚起 〇水防団等への注意喚起 〇消防団等へ注意喚起 〇水防団等への注意喚起 〇天気予報等気象情報の収集
〇リエゾンから派遣者との調整 〇状況により災害対策準備会議

〇早期注意情報（大雨）の発表 〇災害対策機械の準備・調整
〇台風説明会の開催

・台風説明会の開催 〇防災担当者会議への参加 〇防災担当者会議の開催

・防災担当者会議の開催
・台風に関する気象情報発表（随時） 〇樋門・樋管・排水機場等の操作状況確認
・上川・留萌気象情報発表（随時）

・大雨注意報 〇大雨注意報の発表　レベル2※4

・洪水注意報 〇洪水注意報の発表　レベル2※4 〇マイタイムラインの確認
〇リアルタイムに河川水位、雨量状況確認 〇水防団指示 〇水防団指示 〇水防団指示 〇非常時持出品の確認・準備
〇水防団へ情報提供 〇連絡要員の配置 〇連絡要員の配置 注意体制(随時) 注意体制(随時) 〇連絡要員の配置 〇自宅の保全等
〇広報活動
〇職員に注意喚起

 ・水防団待機水位超過 〇水防警報(待機・準備)発表

第一非常配備(災害警戒体制) 注意体制(随時) 注意体制 災害警戒配備体制（第1次） 第１非常配備体制 災害警戒配備体制(第１次)
〇水防団指示 〇消防団指示

〇リエゾンの選定 〇リエゾン派遣について本部と調整 〇連絡要員の配置 〇連絡要員の配置
〇ホットライン連絡体制の確認 〇樋門操作・排水機場運転状況報告
〇樋門・樋管・排水機場等の操作状況確認 〇出水時現地パトロール（樋門等）

〇首長若しくは代理者の登庁 〇首長若しくは代理者の登庁

 ・氾濫注意水位超過
〇水位到達情報（氾濫注意情報）発表　レベル２※１ 〇ＦＭなよろ緊急割込放送

・大雨警報 〇大雨警報の発表　レベル3※4 要配慮者避難準備

・洪水警報 〇洪水警報の発表　レベル3※4
・台風に関する気象情報発表（随時） 警戒体制 災害警戒配備体制（第２次） 第２非常配備体制
・上川・留萌気象情報発表（随時）

〇水防警報（出動）の発表

〇ホットライン対応状況、避難情報等の発令状況の把握・共有 〇リエゾンの受入検討 〇リエゾンの受入準備 〇リエゾンの受入準備 〇リエゾンの受入準備 〇リエゾンの受入準備 〇樋門情報の共有
〇災対車出動指示（内水発生） 〇災害対策車出動要請 〇国、北海道との連絡調整 〇巡視・水防活動状況報告 〇巡視・水防活動状況報告 〇巡視・水防活動状況報告 〇巡視・水防活動状況報告 〇リエゾンの受入準備
〇河川巡視結果の把握、被災調書の作成 〇出水時パトロール 〇災害対策用機械申請 〇災害対策用機械申請 〇災害対策用機械申請 〇災害対策用機械申請 〇巡視・水防活動状況報告

〇樋門・樋管・排水機場等の操作状況確認 〇樋門操作・排水機場運転状況報告 〇災害対策本部会議 〇災害対策用機械申請

〇災害対策用ヘリコプター待機の調整要請 〇各自治体への被害状況確認（担当レベル）
〇リエゾン派遣

〇水防警報（指示）の発表

個別に対応地区（音威子府村咲来・止若内地区）
美深橋（下流）観測所①の個別地区のLv3、Lv4に達するおそれ 〇ホットライン発信（高齢者等避難、避難指示等助言)※２

個別に対応地区（下川町下川上流地区）
真勲別観測所（下川町ほか）の個別地区のLv3、Lv4に達するおそれ 〇ホットライン発信（高齢者等避難、避難指示等助言)※２

〇水位到達情報（氾濫警戒情報）発表　レベル３※１

・土砂災害警戒情報 要配慮者避難準備
〇避難の準備(要配慮者以外)

・台風に関する気象情報発表（随時）

・上川・留萌気象情報発表（随時） 〇ホットライン対応状況、避難情報等の発令状況の把握・共有 〇ホットライン受発信（高齢者等避難助言・被災情報等）※２

〇樋門・樋管・排水機場等の操作状況確認 〇防災ヘリコプター要請 〇避難所開設の準備
〇河川巡視結果の把握、被災調書の作成 〇危険箇所パトロールの指示（協定業者ほか） 〇必要に応じ、助言の要請

個別に対応地区（中川町国府・大富地区）
誉平観測所の水位が（18.30ｍ）に達するおそれ 〇ホットライン発信（高齢者等避難、避難指示等助言)※２

個別に対応地区（美深町楠地区）
美深橋観測所①の水位が（72.80ｍ）に達するおそれ 〇ホットライン発信（高齢者等避難、避難指示等助言)※２

〇避難情報の発令の判断 〇避難所の開設準備・開説 〇避難所の開設準備・開説 〇要配慮者施設に洪水予報伝達 〇避難所開設の準備・開設 〇避難所開設の準備 〇避難の準備
〇避難所の開設準備 〇必要に応じ、助言の要請 〇必要に応じ、助言の要請 〇首長若しくは代理者の登庁 〇必要に応じ、助言の要請 〇必要に応じ、助言の要請
〇要配慮者施設の洪水予報の伝達 〇要配慮者施設に洪水予報伝達 〇要配慮者施設の洪水予報の伝達 〇要配慮者施設に洪水予報伝達 〇要配慮者施設に洪水予報伝達
〇要配慮者の避難準備 〇首長若しくは代理者の登庁 〇首長若しくは代理者の登庁
〇必要に応じ、助言の要請

〇リエゾンからの情報提供 〇リエゾンからの情報提供 〇リエゾンからの情報提供 〇リエゾンからの情報提供 〇リエゾンからの情報提供 〇リエゾンからの情報提供
〇避難所開設

災害対策本部設置
非常体制

〇防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

〇避難が必要な状況が夜間・早朝の場合
は、避難情報の発令判断

〇避難が必要な状況が夜間・早朝の場合
は、高齢者等避難の発令判断

歌内・大富・誉・中川・琴平・左久・豊里・
安川三地区外高齢者等避難 避難が必要な地区に高齢者等避難

災害警戒配備体制(第３次)
災害対策本部設置

〇避難が必要な状況が夜間・早朝の場合
は、避難準備情報の発令判断

災害警戒配備体制(第２次)

〇避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は
避難準備情報の発令判断

〇避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は
避難準備情報の発令判断

避難が必要な地区へ
避難準備・高齢者等避難開始

・１～３日後に大雨が予想され
　天塩川流域に影響するおそれ
・早期注意情報（大雨）
（警報級の可能性）

・２４時間以内に大雨が予想され
天塩川流域に影響するおそれ

〇テレビ、インターネット、携帯メール
による大雨や河川の状況を確認

警
戒
レ
ベ
ル
２

第二非常配備(災害警戒
(対策)本部体制)

〇内水氾濫状況(豊栄排水機場、旭東救急
排水機場などの稼働状況含む)も把握したう
えで、避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断

中川町 (天塩川)

〇１時間ごとに河川水位、雨量、降雨短時
間予報を確認

士別市(天塩川・剣淵川)

〇10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間
予報を確認

旭川地方気象台 旭川開発建設部

〇テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる天気予報等の確認

〇ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

音威子府村(天塩川)

災害警戒配備体制(第２次)
災害対策本部

避難が必要な地区に高齢者等避難

災害警戒配備体制(第３次)

警　戒　体　制　、　災　害　警　戒　本　部　の　設　置

〇気象情報等の発表（台風進路等）

〇洪水予報（氾濫注意情報）発表　レベル２※１

下川町(名寄川)

避難が必要な地区へ
避難準備・高齢者等避難開始

第３非常配備体制
災害対策本部設置

住民等

〇洪水予報（氾濫警戒情報）発表　レベル３（予測により前倒しする場合あり）　※１

警
戒
レ
ベ
ル
３

〇WEB会議ツールによる危機感の共有

注　　意　　体　　制

〇１時間ごとに河川水位、雨量、洪水短時
間予報を確認

〇１時間ごとに河川水位、雨量、降水短時
間予報を確認

美深町(天塩川)

〇１時間ごとに河川水位、雨量、洪水短時
間予報を確認

上川総合振興局 名寄市(天塩川・名寄川・風連別川)

〇工事、許可工作物関係者、樋門操作人への連絡・注意喚
起

〇管理職の配置(大雨警報・洪水警報発表
時)

・避難判断水位超過（予測含
む）

〇避難情報に関する情報伝達(避難所の周
知を含む)(アラート、ＦＭなよろ、緊急告知
ラジオ)

〇状況により災害対策用機械申請準備・申
請

〇土砂災害警戒情報の発表
レベル4※4

〇土砂災害警戒情報の発表
レベル4※4

第三非常配備
(災害対策本部体制)

避難が必要な地区に高齢者等避難

〇被害状況共有（浸水家屋数、損壊家屋数、田畑等浸水）内水氾濫を含む

〇排水ポンプ車等による水防活動状況含む

国管理河川：様式－統括 局河川管理課提出（本省指示により適宜）

様式－1、1A 局河川工事課提出

国管理河川：様式－統括 局河川管理課提出（本省指示により適宜）

様式－1、1A 局河川工事課提出

〇被害状況共有（浸水家屋数、損壊家屋数、田畑等浸水）内水氾濫を含む

〇排水ポンプ車等による水防活動状況含む

警
戒
レ
ベ
ル
１

：トリガーとなる情報 ：ホットライン ：避難情報 ：防災体制（自治体） 〇：一般事項凡例 ●：情報受け手：情報共有
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【天塩川上流】流域タイムライン（案）総括表
河川警戒

レベル 目安となる気象情報等 名寄河川事務所 中川町 (天塩川)士別市(天塩川・剣淵川)旭川地方気象台 旭川開発建設部 音威子府村(天塩川) 下川町(名寄川) 住民等美深町(天塩川)上川総合振興局 名寄市(天塩川・名寄川・風連別川)

：トリガーとなる情報 ：ホットライン ：避難情報 ：防災体制（自治体） 〇：一般事項凡例 ●：情報受け手：情報共有

・大雨特別警報
〇水位到達情報（氾濫危険情報）発表　レベル４※１

・台風に関する気象情報発表（随時）

〇緊急、速報メール(Ｌアラート経由)
・上川・留萌気象情報発表（随時） 〇記者発表「災害対策本部設置」 避難が必要な地区に避難指示 避難が必要な地区に避難指示 避難が必要な地区へ避難指示 避難が必要な地区へ避難指示 避難が必要な地区に避難指示 避難開始

〇ホットライン対応状況、避難情報等の発令状況の把握・共有 〇ホットライン発信（避難指示等助言）※２

〇ホットライン発信（異常洪水時防災操作）（ダム）

〇樋門・樋管・排水機場等の操作状況確認 〇ホットライン受信（避難・被災情報等）

〇樋門操作人退避の確認 〇樋門操作人への退避の確認 〇避難状況の報告 〇避難状況の報告 〇避難状況の報告 〇避難住民の確認 〇避難住民の確認 〇避難状況の報告

〇災害対策機械出動指示 〇氾濫後の外水排除のための災害対策車の手配 〇水防団からの情報提供 〇避難住民の確認 〇避難住民の確認 〇避難状況報告 〇避難状況報告 〇避難住民の確認
〇防災ヘリコプターでの監視強化を要請 〇防災ヘリコプター等からの被災状況規模などの情報収集
〇河川巡視結果の把握、被災調書の作成 〇危険箇所パトロール結果の報告（協定業者ほか）
〇異常洪水時防災操作承認・開始（ダム） 〇異常洪水時防災操作承認・開始（ダム）

〇大雨特別警報発表 〇各現地にある重機等保有状況の確認
〇大雨特別警報解除 〇排水機場の停止検討・停止報告・停止確認

個別に対応地区（名寄市西多寄地区）
名寄大橋観測所の水位が（96.00ｍ）に達するおそれ 〇ホットライン発信（高齢者等避難、避難指示等助言)※２

・氾濫開始相当水位到達

 ・氾濫発生
〇水位到達情報（氾濫発生情報）発表　レベル５

避難完了

〇氾濫情報の報告（国管理河川） 〇氾濫情報の報告（国管理河川） 〇氾濫情報の報告（国管理河川） 〇氾濫情報の報告（国管理河川） 〇氾濫情報の報告（国管理河川） 〇氾濫情報の報告（国管理河川）
〇記者発表「氾濫発生情報」 〇氾濫情報の報告（道管理河川） 〇氾濫情報の報告（道管理河川） 〇氾濫情報の報告（道管理河川） 〇氾濫情報の報告（道管理河川） 〇氾濫情報の報告（道管理河川） 〇氾濫情報の報告（道管理河川）

〇ホットライン対応状況の共有 〇ホットライン発信（緊急安全確保助言・被災情報提供）※２

〇河川巡視結果・異常発生時の報告、被災調書の作成 〇ホットライン受信
〇TEC-FORCEの受入準備 〇TEC-FORCEの受入準備 〇消防庁舎及び特殊車両機能維持対策 〇自衛隊への派遣要請 〇自衛隊への派遣要請 〇自衛隊への派遣要請 〇自衛隊への派遣要請 〇自衛隊への派遣要請
〇特別防災操作の検討・承認・開始（ダム） 〇（直営、委託）機場運転停止検討 〇自衛隊への派遣要請 〇避難者への支援 〇避難者への支援 〇避難者への支援 〇避難者への支援 〇避難者への支援
〇内水氾濫・中小河川状況（破堤時）の把握・共有 〇協定業者・河川巡視業務委託業者にパトロール指示 〇避難者への支援 〇災害情報及び被害状況の関係機関への報告

〇防災ヘリコプターからの情報受信 〇防災ヘリコプターからの情報受信
〇各現地にある重機等保有状況の把握 〇各現地にある重機等保有状況の配置
〇災害対策機械に関わる災害協定業者出動(自治体からの要請)
〇管内の防災関係機関へ破堤情報を連絡
〇樋門・樋管・排水機場等の操作状況確認 〇管内の防災関係機関へ破堤情報の連絡

避難解除

※１氾濫注意情報、氾濫警戒情報は上位の情報が先行して発表される場合は発表を行わないことがある。

※２各観測所で氾濫警戒情報、氾濫危険情報発表条件に達した際にもホットラインを実施することができる。基準水位に到達していなくても到達が予測された場合ホットラインを実施することができる。

※３氾濫が発生せずに氾濫開始相当水位に達した場合は、「避難情報に関するガイドライン」に基づき、緊急安全確保を発表することができる。

※４発表時期は前後、あるいは発表を行わない場合がある。

＜連絡先一覧＞
対応内容 担当課 問い合わせ内容

防災課 防災情報に関すること　 名寄市
士別市
中川町

治水課 国管理の河川に関すること　 美深町
音威子府村

【ホットライン、河川状況、ダム操作状況など】 名寄河川事務所 国管理の河川に関すること　 下川町
気象に関すること

地域政策課 防災情報に関すること
旭川建設管理部維持管理課 北海道管理の河川に関すること

歌内・大富・誉・中川・琴平・左久・豊里・
安川三地区外避難指示

避難が必要な地区に緊急安全確保

氾濫開始相当水位到達
避難が必要な地区へ避難指示(緊急安全確保)

命が危険な地区へ緊急安全確保 避難が必要な地区に緊急安全確保

氾濫開始相当水位到達
避難が必要な地区へ避難指示(緊急安全確保)

〇洪水予報（臨時）　

氾濫開始相当水位到達
避難が必要な地区へ避難指示(緊急安全確保)

〇防災無線、携帯メール等による避
難指示・避難勧告の受信

警
戒
レ
ベ
ル
５

〇洪水予報（氾濫発生情報）発表、緊急速報メール・SNSによる情報発信　レベル５

〇氾濫の確認・把握（国管理河川）

〇緊急復旧、堤防調査委員会設置

警
戒
レ
ベ
ル
４

非　常　体　制　、　災　害　対　策　本　部　の　設　置

〇洪水予報（氾濫危険情報）発表、緊急速報メール・SNSによる情報発信
レベル４（予測により前倒しする場合あり）　※１

〇災害協定業者の待機依頼（自治体からの要請あれば出
動）

・氾濫危険水位超過（予測含
む）

機関名

北海道上川総合振興局

〇災害情報及び被害状況の関係機関への
報告

〇災害情報及び被害状況の関係機関への
報告

〇災害情報及び被害状況の関係機関への
報告

氾濫開始相当水位到達
避難が必要な地区へ避難指示(緊急安全確保)

〇通信途絶時の支援を総務省総合通信局
に要請移動電源車・臨時災害放送局の機器
設置

氾濫開始相当水位到達
避難が必要な地区へ避難指示(緊急安全確保)

氾濫開始相当水位到達
避難が必要な地区へ避難指示(緊急安全確保)

避難が必要な地区へ緊急安全確保 避難が必要な地区へ緊急安全確保

〇災害情報及び被害状況の関係機関への
報告

〇災害情報及び被害状況の関係機関への
報告

〇氾濫の確認・把握（道管理河
川）

第四非常配備
(災害対策本部体制)

避難が必要な地区に緊急安全確保

電話番号 自治体お問い合わせ先 電話番号
【リエゾン、TEC-FORCE、災害対策用機械
（ポンプ車、照明車、散水車など）、道路維持
機械など】

０１６６－３２－４１５３ ０１６５４－３－２１１１
０１６５－２６－７７８４
０１６５６－７－２５９４

０１６６－４６－５９１８
０１６６－４６－５１５３

北海道開発局
　旭川開発建設部

０１６５６－５－３１１１
０１６５－４３－３１７７ ０１６５５－４－２５１７

気象庁旭川地方気象台 ０１６６－３２－６３６８

【洪水予警報、浸水想定区域、水位予測、川
の防災情報、水害リスクラインなど】

０１６６－３２－４２６０ ０１６５６－２－１６１１

〇被害状況共有（浸水家屋数、損壊家屋数、田畑等浸水）内水氾濫を含む

〇排水ポンプ車等による水防活動状況含む

国管理河川：様式－統括 局河川管理課提出（本省指示により適宜）

様式－1、1A 局河川工事課提出

国管理河川：電話連絡後、出水様式－１（１）（２）（速やかに局河川管理課提出）
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